
に
注
力
し
て
き
た
。
農
学
部
長
を
務

め
る
大
門
弘
幸
教
授
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
農
学
部
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
近

く
に
有
す
る
約
２
・７
ha
の
実
習
用

農
場
と
研
究
用
圃
場
を
活
用
し
て
農

業
の
現
場
を
体
験
し
な
が
ら
農
学
の

原
点
に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先

端
理
工
学
部
の
情
報
系
や
環
境
系
の

学
び
と
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大

き
く
変
化
す
る
環
境
や
複
雑
な
課
題

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成

で
き
る
で
し
ょ
う
」

ア
グ
リ
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業
で
は
、

農
学
部
の
作
物
生
産
、
農
耕
地
保
全
、

食
品
加
工
に
関
す
る
実
習
と
、
先
端

理
工
学
部
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー

タ
分
析
手
法
に
関
す
る
実
習
を
相
互

に
補
完
さ
せ
、
実
習
の
さ
ら
な
る
高

度
化
を
目
指
す
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ウ

ド
上
で
デ
ー
タ
の
加
工
・
分
析
を
行

う
「
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
演
習
」（
先
端
理
工
学
部
）
で
は
、

「
食
の
循
環
実
習
」（
農
学
部
）
で
得

た
生
の
デ
ー
タ
を
使
用
。
気
温
や
日

射
量
、
生
育
の
様
子
な
ど
、
蓄
積
さ

れ
た
情
報
か
ら
生
育
予
測
を
行
う
。

ま
た
、
農
場
や
加
工
・
醸
造
過
程
か

ら
出
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
す
る
こ
と
で
、

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
も
貢
献
す
る
。

「
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
演
習
で
は
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、今

回
扱
う
の
は
身
近
な
“
地
に
足
の
着

い
た
”
デ
ー
タ
。
学
生
た
ち
の
学
習

意
欲
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
に
も
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
。
デ
ー
タ
の
傾
向

や
関
係
性
を
可
視
化
す
れ
ば
、
先
端

理
工
学
部
か
ら
農
学
部
へ
効
率
的
な

デ
ー
タ
の
集
め
方
な
ど
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
外
村
教
授
。
ゆ
く
ゆ
く
は
集
め
た

デ
ー
タ
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
環
境
問
題
の
教

材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
構
想
中

だ
と
い
う
。

一
方
、
大
門
教
授
は
学
部
を
超
え

た
学
生
間
の
交
流
に
も
期
待
を
込
め

て
こ
う
話
す
。

「
４
月
に
で
き
た
ば
か
り
の
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
コ
モ
ン
ズ
は
、
も
の
づ
く
り

の
た
め
の
機
器
や
キ
ッ
チ
ン
を
備
え

た
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
充
実
し
て
い
て
、

学
生
た
ち
が
集
う
に
は
ぴ
っ
た
り
で

す
。
若
者
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
発
想

で
、
新
し
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
に
も
ぜ
ひ
挑
戦

し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

瀬
田
か
ら
発
信
す
る

新
し
い
農
業
の
形

映
像
か
ら
成
熟
し
た
野
菜
だ
け
を

判
断
し
て
収
穫
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
高

齢
者
の
農
作
業
を
助
け
る
パ
ワ
ー
ド

ス
ー
ツ
な
ど
、農
業
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
開
発
が
進
む
中
、
龍

谷
大
学
で
は
既
存
の
も
の
を
後
追
い

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
次
の
新
し

い
技
術
を
生
み
出
し
た
い
と
語
る
大

門
教
授
。
例
え
ば
、
画
像
認
識
や
セ

ン
サ
ー
の
技
術
を
応
用
す
れ
ば
、
必

要
な
場
所
に
だ
け
肥
料
を
ま
く
仕
組

み
を
開
発
で
き
る
と
い
う
。

ま
た
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
以
外
で

も
、
水
処
理
を
扱
う
環
境
系
や
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
組
み
立
て

る
数
理
系
な
ど
、
農
学
と
連
携
で
き

る
分
野
は
幅
広
い
。
中
で
も
、
採
取

し
た
水
か
ら
そ
の
水
域
に
生
息
し
て

い
た
生
物
を
特
定
で
き
る
「
環
境
Ｄ

Ｎ
Ａ
」
は
、
全
国
で
も
研
究
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
龍
谷
大

学
の
生
物
多
様
性
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
で
、
先
端
理
工
学
部
の
教
員
が
先

端
的
な
研
究
を
進
め
て
い
る
。
革
新

的
な
分
析
技
術
を
活
用
し
て
土
壌
の

微
生
物
の
分
布
を
明
ら
か
に
し
、
農

耕
地
に
最
適
な
環
境
を
整
え
る
こ
と

も
可
能
だ
。

自
然
に
囲
ま
れ
、
農
業
が
盛
ん
な

滋
賀
県
。
龍
谷
大
学
瀬
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
、
そ
の
豊
か
な
環
境
と
自
然

科
学
分
野
の
最
先
端
の
知
見
を
生
か

し
て
、
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
挑
戦

が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

農
業
Ｄ
Ｘ
の
力
で

脱
炭
素
社
会
実
現
へ

２
０
２
２
年
４
月
、
龍
谷
大
学
は

文
部
科
学
省
「
デ
ジ
タ
ル
と
専
門
分

野
の
掛
け
合
わ
せ
に
よ
る
産
業
Ｄ
Ｘ

を
け
ん
引
す
る
高
度
専
門
人
材
育
成

事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

名
も「
ア
グ
リ
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
事
業
」。

農
学
部
と
先
端
理
工
学
部
の
協
働
・

連
携
に
よ
り
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ

る
農
学
部
の
実
習
の
高
度
化
を
図
り
、

農
業
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
マ
イ
ン
ド・ス

キ
ル
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
取

り
組
み
だ
。
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
労
働
力
不
足
な
ど
が
年
々
進
む
中
、

農
業
を
持
続
可
能
な
成
長
産
業
と
す

る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
生
産
性
の
向
上
が
欠
か
せ
な

い
。
龍
谷
大
学
は
、
変
革
の
担
い
手

を
育
て
る
こ
と
で
、
日
本
の
農
業
を

取
り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に
挑
む
。

こ
の
事
業
の
特
徴
は
、
テ
ー
マ
の

一
つ
に
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
を

掲
げ
て
い
る
点
だ
。
龍
谷
大
学
は
２

０
２
２
年
１
月
に
「
龍
谷
大
学
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
発
出

し
、
４
月
に
環
境
省
と
「
地
域
脱
炭

素
の
推
進
に
関
す
る
協
力
協
定
」
を

締
結
。
２
０
３
９
年
（
遅
く
と
も
50

年
）
ま
で
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、
今
回
の
事
業
も
そ
の
一
環
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
農
耕
地
で
は
肥
料

の
過
剰
投
与
で
温
暖
化
係
数
の
高
い

温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
適

切
な
生
育
管
理
は
脱
炭
素
社
会
へ
の

一
歩
と
な
る
は
ず
だ
。

学
部
を
超
え
た
学
び
が
も
た
ら
す

“
地
に
足
の
着
い
た
”

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

「
２
０
２
０
年
の
理
工
学
部
か
ら

先
端
理
工
学
部
へ
の
改
組
に
よ
り
、

分
野
横
断
的
な
学
び
が
促
進
で
き
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
先
端
理
工
学

部
長
の
外
村
佳
伸
教
授
。
従
来
は
学

科
制
を
と
っ
て
い
た
が
、
全
国
の
理

工
系
学
部
で
初
め
て
課
程
制
を
導
入
。

機
械
工
学
か
ら
情
報
科
学
ま
で
幅
広

い
領
域
を
横
断
し
た
学
び
が
可
能
に

な
っ
た
。
今
回
の
取
り
組
み
は
そ

の
連
携
を
学
部
外
へ
と
広
げ
た
形
だ
。

一
方
タ
ッ
グ
を
組
む
農
学
部
は
、
開

設
当
初
か
ら
人
類
生
存
の
根
源
で
あ

る
「
食
」
と
「
農
」
に
関
わ
る
多
様

な
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
の
輩
出

外村 佳伸
先端理工学部長

大門 弘幸
農学部長

アグリDX人材が
農業の未来を変える

農学部 先端理工学部
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